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隊
は
、
令
和
七
年
七

月
二
十
六
日
か
ら
同
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
北
大
演
第
二
戦
車

射
場
に
お
い
て
令
和
七

年
度
師
団
偵
察
部
隊
合

同
訓
練
（
Ｒ
Ｃ
Ｖ
射
撃

競
技
会
）
を
実
施
し

た
。 

 

今
年
度
も
北
部
方
面

隊
各
師
旅
団
の
偵
察
隊

及
び
七
師
団
隷
下
部
隊

で
あ
る
第
十
一
普
通
科

連
隊
及
び
各
戦
車
連
隊

の
偵
察
小
隊
計
八
個
部

隊
が
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
た
。 

 

ど
の
部
隊
も
業
務
や

訓
練
と
の
節
調
を
図
り

つ
つ
日
々
の
訓
練
を
積

み
重
ね
て
練
度
向
上
に

努
力
し
て
い
る
。
そ
し

て
競
技
に
挑
む
者
、
部

隊
を
応
援
す
る
者
、
競

技
会
運
営
を
支
え
る

者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
任
務
を
遂
行
し
、
本

競
技
会
は
行
わ
れ
た
。 

 

競
技
も
中
盤
に
差
し

掛
か
り
第
七
十
三
戦
車

連
隊
が
ダ
ン
ト
ツ
の
得

点
を
出
し
て
き
た
が
、

第
七
偵
察
隊
田
中
分
隊

は
自
分
達
の
練
成
し
て

き
た
事
を
信
じ
、
集
中

し
て
射
撃
に
挑
ん
だ
。 

 

全
部
隊
の
分
隊
戦
闘

射
撃
が
終
了
し
、
第
七

偵
察
隊
が
今
年
度
の
競

技
会
を
制
し
て
見
事
に

三
連
覇
を
達
成
し
、
令

和
七
年
度
師
団
偵
察
部

隊
合
同
訓
練
は
幕
を
閉

じ
た
。 

令和７年９月号（１） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

競技結果 

第一位 

 第七偵察隊 

第二位 

 第七十三戦車連隊 

第三位 

 第五偵察隊 

訓
練
し
て
い
る
姿
を
家

族
に
見
せ
た
い 

 

隊
は
、
令
和
七
年
七
月
三
十

日
、
師
団
偵
察
部
隊
合
同
訓
練

（
Ｒ
Ｃ
Ｖ
射
撃
競
技
会
）
に
併

せ
て
「
家
族
の
日
」
を
実
施
し

た
。 

 

競
技
会
の
場
に
隊
員
家
族
を

招
待
し
て
、
射
撃
競
技
会
の
研

修
及
び
装
備
品
見
学
、
並
び
に

野
外
炊
事
車
で
調
理
し
た
恒
例

の
「
七
偵
カ
レ
ー
」
を
喫
食
。 

 

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
お
父

さ
ん
の
訓
練
し
て
い
る
姿
や
迫

力
あ
る
射
撃
を
見
て
高
揚
し
、

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
る
が
、

家
族
と
の
食
事
と
談
話
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
。 



 

 

  

令和７年９月号（２） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

斥
候
小
隊
は
、
令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間
、
第

二
偵
察
隊
が
担
任
実
施
し
た
令
和
七
年
度
偵
察
部
隊
合
同
訓
練
（
オ
ー
ト
バ

イ
）
に
参
加
し
た
。 

 

当
初
、
二
十
八
日
に
練
度
判
定
が
実
施
さ
れ
、
練
度
判
定
上
位
の
隊
員
が
二

十
九
日
の
オ
ー
ト
バ
イ
競
技
会
に
参
加
を
し
た
。
Ａ
ク
ラ
ス
で
は
北
岡
二
曹
及

び
安
藤
二
曹
、
Ｂ
ク
ラ
ス
で
は
宮
城
三
曹
、
佐
藤
三
曹
の
計
四
名
の
隊
員
が
競

技
会
に
参
加
を
し
た
。 

 
成
績
に
つ
い
て
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
で
出
走
し
た
安
藤
二
曹
が
第
二
位
、
北
岡
二

曹
が
第
三
位
に
入
賞
し
、
Ｂ
ク
ラ
ス
で
は
宮
城
三
曹
が
第
三
位
に
入
賞
を
果
た

し
た
。
ま
た
、
佐
藤
三
曹
は
練
度
判
定
に
お
い
て
、
自
身
の
も
て
る
技
術
を
発

揮
し
奮
闘
し
た
が
一
歩
及
ば
ず
、
悔
し
涙
を
呑
む
結
果
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
悔

し
さ
を
払
拭
す
べ
く
今
後
も
積
極
的
に
練
成
を
重
ね
て
「
次
こ
そ
は
上
位
入
賞

」
を
誓
っ
た
。 

 

本
訓
練
に
お
い
て
得
た
成
果
を
踏
ま
え
、
練
度
の
足
り
な
い
部
分
を
重
点
に

練
成
し
更
な
る
オ
ー
ト
バ
イ
技
術
の
練
度
向
上
を
図
る
。 愚

直
な
男 

宮
城
三
曹 

成 績 
 

Ａランク 
第１位 
７２ＴＫ 後藤３曹 
第２位 
７ Ｒ  安藤２曹 
第３位 
７ Ｒ  北岡２曹 

 
Ｂランク 

第１位 
１１ｉ  嘉屋３曹 
第２位 
１１ｉ  伊瀬２曹 
第３位 
７ Ｒ  宮城３曹 

常
に
平
常
心 

安
藤
二
曹 

攻
め
の
走
り 

北
岡
二
曹 

次
回
リ
ベ
ン
ジ
佐
藤
三
曹 

セ
ン
サ
班 

レ
ー
ダ
班 

確実に動作確認をして
万全を期す都築准尉 

じ後を見越して迅速に行
動する河内二曹 

記録用紙を基に状況を精
査する斉藤二曹 

 

電
子
偵
察
小
隊
は
、
令
和
七
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
三
十
日
ま
で
の

間
、
第
五
偵
察
隊
が
担
任
実
施
し
た
令
和
七
年
度
師
団
偵
察
部
隊
合
同
訓
練

（
レ
ー
ダ
・
セ
ン
サ
の
部
）
に
参
加
し
た
。 

 

二
十
八
日
、
セ
ン
サ
の
部
に
つ
い
て
は
セ
ン
サ
埋
設
及
び
探
知
識
別
を
二
日

間
に
分
け
て
実
施
さ
れ
、
セ
ン
サ
班
長
都
築
准
尉
以
下
六
名
は
滝
の
よ
う
な
汗

を
か
き
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
確
実
に
動
作
点
検
を
行
い
な
が
ら
送
端
機
を
埋
設

し
た
。 
 

翌
日
二
十
九
日
は
島
松
山
頂
に
セ
ン
サ
哨
を
立
ち
上
げ
、
セ
ン
サ
陸
曹
斉
藤

二
曹
は
表
示
機
か
ら
の
記
録
用
紙
を
確
認
し
て
セ
ン
サ
班
長
に
報
告
。
車
両
識

別
後
速
や
か
に
上
級
部
隊
へ
報
告
を
実
施
し
て
い
た
。 

 

三
十
日
は
レ
ー
ダ
班
長
菊
池
曹
長
以
下
四
名
が
レ
ー
ダ
の
部
に
参
加
を
し

た
。
当
初
、
偵
察
前
進
し
つ
つ
島
松
山
頂
に
レ
ー
ダ
哨
を
開
設
。
レ
ー
ダ
班
長

の
適
切
な
指
揮
と
班
員
の
迅
速
な
行
動
に
よ
り
監
視
態
勢
を
確
立
さ
せ
、
島
松

地
区
を
南
進
す
る
不
明
な
車
両
を
探
知
識
別
し
上
級
部
隊
に
報
告
し
て
い
た
。 

 

今
年
度
の
競
技
会
結
果
に
つ
い
て
は
レ
ー
ダ
の
部
第
二
位
、
セ
ン
サ
の
部
第

三
位
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
が
、
更
な
る
識
別
能
力
向
上
の
た
め
じ
後
の
練
成

訓
練
に
よ
り
探
知
識
別
精
度
を
高
め
て
い
く
。 

レーダ哨を迅速に開設
するレーダ班 

少人員での開設のため
連携は必要不可欠 

放射機の方位角を設定
する隊員 



 

 

  

令和７年９月号（３） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

隊
は
、
令
和
七
年
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
の
間
、
第
一
次
師
団
訓
練
検
閲

に
参
加
を
し
た
。 

 
本
訓
練
で
は
隊
本
部
機
能
を
立
ち
上
げ
、
主
と
し
て
隊
の
指
揮
幕
僚
活
動
の
練

度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
実
動
部
隊
と
し
て
は
情
報
収
集
の
た
め
斥
候
小
隊
に

直
轄
斥
候
組
を
配
属
し
訓
練
に
臨
ん
だ
。 

 

日
中
気
温
三
十
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
戦
況
に
各

所
掌
に
お
い
て
状
況
判
断
を
し
、
熱
中
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
任
務
を
遂
行
す
る
こ

と
が
出
来
た
。 

 

本
訓
練
参
加
に
あ
た
り
、
問
題
点
や
改
善
を
要
す
る
事
項
等
を
直
ち
に
修
正

し
、
引
き
続
き
隊
本
部
と
し
て
の
練
度
向
上
を
図
る
。 

敵情を転記する隊員 ＣＣＶ内でも情報を共有 

富
良
野
か
な
や
ま
湖
に
方
面
隊
内
偵
察
隊
集
結 

 

隊
は
、
令
和
七
年
七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
間
、
第
十
一
偵

察
隊
が
担
任
実
施
す
る
偵
察
部
隊
合
同
訓
練
に
参
加
し
た
。
今
年
度
に

つ
い
て
は
小
銃
分
隊
員
の
若
年
隊
員
を
主
体
に
訓
練
に
参
加
し
た
。 

 

当
初
、
訓
練
準
備
と
し
て
偵
察
用
ボ
ー
ト
の
組
み
上
げ
及
び
運
搬
要

領
を
演
練
し
た
の
ち
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
積
載
要
領
を
演
練
し
た
。
じ
後

は
夜
間
潜
入
実
施
の
た
め
段
階
的
に
訓
練
を
進
め
て
夜
間
潜
入
の
準

備
を
完
成
さ
せ
た
。 

 

水
路
潜
入
は
全
て
の
偵
察
隊
員
に
お
い
て
必
須
の
た
め
、
隊
と
し
て

も
練
成
訓
練
を
計
画
し
練
度
の
底
上
げ
を
図
る
。 

第七偵察隊指揮所 システム構成実施中の隊員 

偵
察
用
ボ
ー
ト
の
体
験
操
縦 

オ
ー
ト
バ
イ
を
積
載
す
る
分
隊
員 

転
覆
か
ら
の
復
旧
訓
練
の
様
子 

夜
間
の
行
動
を
明
る
い
内
に
確
認 

三
十
度
を
超
え
る
暑
さ
と
も
戦
い
な
が
ら
の
Ｃ
Ｐ
活
動 



 

 

  

令和７年９月号（４） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

隊
は
令
和
七
年
六
月
三
日
か

ら
四
日
ま
で
の
一
夜
二
日
、
Ａ
Ｃ

ー
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
場
に
お
い
て
第

二
戦
闘
偵
察
小
隊
及
び
第
三
戦

闘
偵
察
小
隊
訓
練
検
閲
を
実
施

し
た
。
Ａ
Ｃ
ー
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
で
小
隊

規
模
で
の
参
加
は
初
め
て
で
あ

り
、
戦
闘
偵
察
小
隊
同
士
の
訓
練

評
価
も
初
め
て
で
あ
っ
た
。 

 
各
戦
闘
偵
察
小
隊
の
検
閲
課

目
で
あ
る
「
偵
察
目
標
へ
の
前
進

中
の
先
導
戦
闘
偵
察
小
隊
の
行

動
」
と
し
て
、
第
二
戦
闘
偵
察
小

隊
長
の
米
陀
曹
長
及
び
第
三
戦

闘
偵
察
小
隊
長
の
松
田
一
尉
は
、

任
務
分
析
及
び
状
況
の
特
質
を

踏
ま
え
情
報
見
積
り
を
実
施
し

て
作
戦
計
画
を
詳
細
に
考
察
し
、

検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

Ａ
Ｃ
ー
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
前
日
、
小
隊

ご
と
に
集
結
地
へ
向
け
行
進
を

開
始
。
先
行
班
は
小
隊
主
力
を
円

滑
に
誘
導
し
、
集
結
地
を
占
領
。

翌
日
の
戦
闘
に
備
え
た
。 

 

各
戦
闘
偵
察
小
隊
は
、
七
月
四

日
０
六
三
０
緑
野
に
集
結
、
人

員
、
車
両
及
び
弾
薬
等
を
準
備
し

０
八
０
０
状
況
開
始
。
「
偵
察
の

た
め
の
前
進
」
を
開
始
し
た
。 

 

こ
の
際
、
各
戦
闘
偵
察
小
隊
長

は
行
動
開
始
に
先
立
ち
斥
候
分

隊
を
派
遣
し
敵
の
前
進
状
況
を

情
報
収
集
。
斥
候
分
隊
と
先
頭
戦

車
の
情
報
に
よ
り
小
隊
の
前
進

経
路
を
決
定
し
、
主
検
閲
課
目
で

あ
る
「
偵
察
目
標
へ
前
進
中
の
先

導
偵
察
小
隊
の
行
動
」
と
し
て
一

例
と
な
る
行
動
を
す
る
こ
と
が

出
来
た
。 
 

今
後
は
本
訓
練
で
得
た
教
訓

を
活
か
し
、
総
合
戦
闘
力
を
発
揮

し
た
強
行
突
破
等
、
第
七
偵
察
隊

の
戦
闘
偵
察
小
隊
と
し
て
更
な

る
練
度
向
上
を
図
る
。 

「
小
隊
検
閲
を
受
閲
し
て
」 

 
 

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊
長 

 
 
 
 
 
 

米
陀 

欣
人 

  

令
和
七
年
六
月
四
日
に
実

施
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
ー
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

の
場
で
令
和
七
年
度
小
隊
検

閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。 

 

小
隊
検
閲
受
閲
に
あ
た
っ

て
各
種
資
材
及
び
車
両
等
の

準
備
を
概
成
さ
せ
る
の
は
勿

論
の
こ
と
、
特
に
注
力
し
た

の
は
、
戦
闘
指
導
で
し
た
。
Ｔ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
小
隊

の
各
隊
員
の
行
動
の
一
つ
一

つ
が
戦
闘
の
成
否
に
結
び
付

く
た
め
陸
士
隊
員
ま
で
小
隊

の
行
動
を
理
解
さ
せ
る
べ
く

戦
闘
指
導
に
注
力
し
ま
し
た

。 
 

い
ざ
状
況
が
始
ま
る
と
戦

闘
指
導
で
細
部
ま
で
指
導
し

た
成
果
が
表
れ
た
事
、
経
験

豊
富
な
各
分
隊
長
が
小
隊
長

の
企
図
を
良
く
理
解
し
て
率

先
的
に
行
動
し
て
く
れ
た
事

も
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
任
務

を
完
遂
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
小
隊
一
丸
と
な

っ
て
任
務
に
邁
進
し
た
成
果

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

小
隊
検
閲
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
本
年
度
も
ま
だ
半
ば
、

引
き
続
き
小
隊
の
練
度
を
向

上
さ
せ
る
べ
く
計
画
的
か
つ

効
果
的
な
訓
練
実
施
に
着
意

し
て
更
な
る
精
強
第
二
戦
闘

偵
察
小
隊
を
目
指
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊 

「
小
隊
検
閲
を
受
閲
し
て
」 

 

第
三
戦
闘
偵
察
小
隊
長 

 
 

一
等
陸
尉 

松
田 

洋
和 

  

令
和
七
年
六
月
三
日
か
ら

四
日
の
一
夜
二
日
に
わ
た
り
、

Ａ
Ｃ
ー
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
場
を
小

隊
訓
練
検
閲
と
し
て
受
閲
し

ま
し
た
。 

 

隊
の
先
導
小
隊
の
任
務
を

付
与
さ
れ
た
「
偵
察
の
た
め
の

前
進
」
を
主
検
閲
課
目
と
し
て

受
閲
し
ま
し
た
。 

 

先
導
小
隊
と
し
て
、
前
方
の

斥
候
小
隊
と
連
携
し
て
、
斥
候

小
隊
の
情
報
を
基
に
状
況
判

断
を
し
て
、
隊
主
力
の
前
進
を

遅
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
前
進

さ
せ
る
と
い
う
難
し
い
任
務

の
中
、
小
隊
一
丸
と
な
っ
て
任

務
を
完
遂
で
き
た
こ
と
は
大

変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
訓
練
間
に
お
い
て
小

隊
と
し
て
の
新
た
な
課
題
も

見
え
た
検
閲
で
も
あ
り
ま
し

た
。 

 

今
回
の
受
閲
の
成
果
を
踏

ま
え
て
、
是
正
で
き
る
事
項
は

速
や
か
に
是
正
を
し
、
引
き
続

き
隊
長
の
御
指
導
の
下
、
小
隊

の
精
強
化
を
図
っ
て
い
く
所

存
で
す
。 

隊
長
に
二
小
隊
の
構
想
を
報

告
す
る
米
陀
小
隊
長 

偵
察
目
標
へ
前
進
中
の
二

小
隊
戦
車 

前
進
経
路
上
を
偵
察
し
て

い
る
分
隊
員 

小
隊
命
令
下
達
を
実
施
中

の
小
隊
長
松
田
一
尉 

第
三
戦
闘
偵
察
小
隊 

集
結
地
進
入
直
後
の
Ａ
Ｐ
Ｃ 

林
内
で
警
戒
中
の
戦
車 



 

 

  

令和７年９月号（５） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

弾
着
誘
導
に
四
苦
八
苦
す
る
も
練
成

二
回
目
で
し
っ
か
り
修
正 

 

隊
は
、
令
和
七
年
六
月
十
一
日
島
松
地
区
第
二

戦
車
射
場
に
お
い
て
、
七
三
Ａ
Ｐ
Ｃ
前
方
銃
射
撃

を
実
施
し
た
。 

 

七
三
Ａ
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
は
小
銃
分
隊
の
他
に

迫
撃
砲
分
隊
に
も
装
備
さ
れ
て
お
り
、
迫
撃
砲
分

隊
に
と
っ
て
は
久
々
の
前
方
銃
射
撃
と
な
っ
た
。 

 

今
射
撃
に
お
い
て
は
躍
進
射
撃
及
び
後
退
行

進
射
撃
を
実
施
し
た
が
、
弾
着
誘
導
が
非
常
に
難

し
く
射
手
に
つ
い
て
は
非
常
に
苦
労
し
て
は
い

た
が
、
練
成
二
回
目
で
は
一
回
目
を
考
慮
し
て
う

ま
く
弾
着
誘
導
を
行
っ
て
い
た
。 

射撃係幹部嶋田１曹 

小銃分隊長楠３曹 任務呼称する迫撃砲分隊 

車上からの状況 

Ｈ
Ｍ
Ｇ
射
撃
を
各
分
隊
の
若
年
隊
員
に
経
験
さ
せ
て
練
度

の
底
上
げ
を
実
施 

 

隊
は
令
和
七
年
六
月
十
七
日
、
島
松
地
区
第
二
戦
車
射
場
に
お
い
て

Ｈ
Ｍ
Ｇ
射
撃
訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

本
射
撃
訓
練
は
各
分
隊
班
の
若
年
隊
員
を
対
象
に
Ｈ
Ｍ
Ｇ
射
撃
に
お

け
る
訓
練
準
備
か
ら
、
基
本
的
な
射
撃
要
領
等
の
修
得
を
目
的
と
し
て

実
施
し
た
が
、
事
前
の
空
包
射
撃
訓
練
の
介
あ
っ
て
淡
々
と
射
撃
訓
練

は
進
み
、
各
分
隊
班
の
射
撃
練
度
の
向
上
に
繫
が
る
射
撃
訓
練
と
な
っ

た
。 

 

引
続
き
基
盤
を
確
保
し
つ
つ
継
続
的
な
練
成
射
撃
訓
練
を
実
施
し
て

隊
の
練
度
向
上
を
図
る
。 

 
 

照
準
眼
鏡
を
使
用
し
た
射
撃
を
実
施
し
て

測
合
修
正
要
領
を
修
得 

 

隊
は
、
令
和
七
年
六
月
十
一
日
島
松
地
区
第
二
戦
車

射
場
に
お
い
て
、
五
・
五
六
ミ
リ
機
関
銃
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
射
撃
を
実
施
し
た
。 

 

小
銃
分
隊
戦
闘
射
撃
に
向
け
て
小
銃
分
隊
機
関
銃

手
の
射
撃
練
度
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
特
に
照
準

眼
鏡
を
使
用
し
た
射
弾
の
観
測
修
正
及
び
目
標
変
換

後
の
測
合
修
正
要
領
を
訓
練
し
た
。 

 

各
機
関
銃
手
は
実
弾
射
撃
で
し
か
確
認
す
る
事
が

出
来
な
い
自
己
の
堅
確
な
姿
勢
の
確
立
及
び
射
弾
の

観
測
修
正
並
び
に
目
標
変
換
後
の
弾
着
の
導
き
要
領

を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

じ
後
も
引
き
続
き
射
撃
予
習
及
び
実
弾
射
撃
を
実

施
し
て
、
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
る
。 

堅固な射撃姿勢をとって射撃
する荒井士長 

目標手前から弾着の導きを行
っている 

射撃準備の様子 
確実な薬室点検の実施 

照準眼鏡を使用した射撃を実
施 

９０戦車からの射撃 射手への指導を実施 

観測記録係 ＡＰＣからの射撃 

ＣＣＶからの射撃 ＨＭＧ銃架からの射撃 



 

 

  

 

隊
は
令
和
七
年

五
月
二
十
五
日
、
第

七
師
団
創
隊
七
十

周
年
東
千
歳
駐
屯

地
創
立
七
十
一
周

年
記
念
行
事
に
参

加
を
し
た
。 

 

今
年
は
雨
天
の

た
め
気
温
も
低
め

の
中
記
念
行
事
は

行
わ
れ
た
が
、
そ
ん

な
陰
気
な
雰
囲
気

も
吹
き
飛
ば
す
か

の
よ
う
に
、
観
閲
行

進
で
は
威
容
を
誇

り
師
団
の
先
駆
け

と
し
て
全
車
快
走

し
た
。 

 

ま
た
観
閲
行
進

後
の
訓
練
展
示
で

も
、
斥
候
小
隊
の
オ

ー
ト
乗
員
が
悪
路

に
も
関
わ
ら
ず
猛

ス
ピ
ー
ド
で
水
し

ぶ
き
を
あ
げ
な
が

ら
立
射
ち
を
披
露

す
る
な
ど
第
七
偵

察
隊
の
威
厳
を
示

し
た
。 

第
七
師
団
の
先
駆
け
と
し
て
走
り

抜
け
る
第
七
偵
察
隊 

立射ちを披露する乗員 

巡閲の様子 

横一線で通過する戦車 

師団長前を通過する 

隊長戦車 

師団の先頭を行く 

第７偵察隊 

第７師団長 武田陸将 

第
七
師
団
長 

武
田
陸
将
、
三
度
第
七
偵
察
隊
へ 

 

隊
は
令
和
七
年
六
月
十
六
日
、
第
七
師
団
長
の
初
度
視
察
を
受
け
た
。 

 

当
初
、
幹
部
挨
拶
を
行
い
次
い
で
状
況
報
告
を
実
施
。
じ
後
師
団
長
巡
視
が

始
ま
り
勤
務
隊
舎
各
事
務
室
及
び
小
隊
待
機
室
を
視
察
し
て
い
た
だ
い
た
。
続

い
て
各
施
設
倉
庫
を
見
て
い
た
だ
い
た
の
ち
、
僅
か
な
が
ら
休
憩
を
し
て
師
団

長
視
察
は
終
了
し
た
。 

 

後
段
は
場
所
を
移
し
て
、
師
団
長
訓
示
が
実
施
さ
れ
た
。 

 

訓
示
に
お
い
て
師
団
長
は
時
折
、
第
二
戦
闘
偵
察
小
隊
長
時
代
を
冗
談
交
じ

り
で
話
さ
れ
場
内
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
た
。 

令和７年９月号（６） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

師団長訓示 

訓示を受ける隊員一同 即動態勢を確認 

予定外の視察に戸惑う
小隊 

状況報告 

幹部挨拶 



 

 

  
戦
闘
射
撃
に
お
け
る
集
成
迫
撃
砲
小
隊
と
し
て
の
性
格
迅
速
な

射
撃
要
領
を
演
練 

 

隊
は
令
和
七
年
七
月
一
日
然
別
演
習
場
に

お
い
て
、
八
十
一
ミ
リ
迫
撃
砲
射
撃
訓
練
を

実
施
し
た
。 

 

集
成
迫
撃
砲
小
隊
と
し
て
射
撃
分
隊
、
Ｆ

Ｏ
、
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
三
者
連
携
に
よ
る
正
確
か
つ

迅
速
な
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
り
、
隊
の
戦

闘
射
撃
に
お
い
て
戦
車
や
小
銃
分
隊
を
前
線

に
推
進
さ
せ
る
際
の
火
力
発
揮
が
で
き
る
よ 

う
練
度
を
積
み
上
げ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
分
隊
内
の
人
員
も
新
た

な
編
成
に
よ
る
実
弾
射
撃
と
な
っ

た
。 

 

隊
は
、
引
き
続
き
総
合
火
力
の

発
揮
が
で
き
る
よ
う
練
度
向
上
を

図
る
。 

射撃分隊の様子 

射撃諸元を計算するＦＤＣ 弾着の判定修正を行うＦＯ 

砲器材を撤収し、陣地変換する分隊 

令和７年９月号（７） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

令
和
七
年
五
月
、
第
十
一
普
通

科
連
隊
が
担
任
実
施
す
る
履
修

前
教
育
に
六
名
の
隊
員
が
参
加

し
た
。 

 

学
生
達
は
同
期
と
共
に
汗
を

流
し
、
熱
心
に
教
育
に
臨
ん
で
い

た
。 

 

ま
た
、
今
期
に
は
７
偵
に
女
性

自
衛
官
が
配
置
さ
れ
て
初
め
て

の
女
性
陸
曹
候
補
生
が
教
育
に

参
加
し
て
い
る
。 

 

今
後
の
後
輩
陸
士
の
手
本
と

な
る
陸
曹
に
な
る
よ
う
期
待
を

す
る
。 

７偵初の女性候補生 

陣前までほふく前進 

前進指揮する隊員 

身を隠しつつ前進
中 

木々を利用して防
護 

身を低くして前進
中 

陸
教
入
校
に
向
け
て
、 

気
勢
充
実 

 

隊
は
令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

か
ら
同
年
七
月
四
日
ま
で
の
間
、
令

和
七
年
度
上
級
偵
察
特
技
練
成
・
検

定
を
担
任
実
施
し
た
。 

 

隊
か
ら
は
五
名
、
第
十
一
普
通
科

連
隊
か
ら
四
名
の
隊
員
が
参
加
を

し
、
斥
候
陸
曹
と
し
て
必
要
な
知
識

及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
教
育
は
実
施
さ
れ
た
。 

 

当
初
は
学
科
に
よ
り
必
要
な
知

識
を
学
び
、
教
育
中
盤
は
演
習
場
等

野
外
で
の
術
科
訓
練
、
後
段
は
指
導

法
と
偵
察
行
動
の
実
演
指
揮
を
演

習
場
で
実
施
し
た
。 

 

最
後
に
学
科
試
験
を
受
験
し
て

見
事
に
全
員
合
格
し
、
特
技
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

課
題
に
追
わ
れ
る
日
々
を

乗
り
越
え
、
特
技
を
取
得 

偵察行動の様子 

仮敵扮する藤原２曹 

展示説明する藤田２曹 

展示説明する倉本２曹 



 

 

  

令和７年９月号（８） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

令
和
七
年
八
月
七
日
、
日
本
武
道
館
で
実
施

さ
れ
た
令
和
七
年
度
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大

会
に
、
隊
か
ら
大
島
准
尉
以
下
九
名
が
参
加
を

し
た
。 

 

青
年
一
部
で
は
先
鋒
片
桐
士
長
、
次
鋒
小
林

士
長
、
大
将
遠
藤
士
長
の
三
名
が
試
合
に
臨

み
、
一
回
戦
二
ー
一
で
第
二
十
二
即
応
機
動
連

隊
を
下
し
、
続
く
二
回
戦
は
第
三
十
五
普
通
科

連
隊
と
対
戦
し
一
ー
二
で
惜
し
く
も
敗
れ
た
。 

 

青
年
二
部
に
は
先
鋒
中
原
士
長
、
次
鋒
鈴
木

士
長
、
大
将
寺
戸
士
長
の
三
名
が
、
一
回
線
第

三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
に
二
ー
一
で
勝
利

し
た
が
、
二
回
戦
普
通
科
教
導
連
隊
に
〇
ー
三

と
惨
敗
を
期
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

今
大
会
で
は
入
賞
す
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
が
、
七
偵
銃
剣
道
訓
練
隊
は
こ
れ
か
ら
も

継
続
的
な
訓
練
を
実
施
し
て
、
勝
利
を
追
求
し

て
い
く
。 

 

ま
た
、
監
督
で
あ
る
大
島
准
尉
は
こ
れ
ま
で

第
七
偵
察
隊
の
銃
剣
道
を
選
手
時
代
か
ら
支

え
て
き
た
が
、
自
身
の
定
年
を
目
前
に
控
え
、

自
衛
官
と
し
て
は
最
後
の
日
本
武
道
館
と
な

っ
た
。 

 

長
年
に
わ
た
り
、
七
偵
銃
剣
道
の
伝
統
継
承

と
銃
剣
道
に
対
す
る
熱
い
御
指
導
で
訓
練
隊

を
牽
引
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

日
本
武
道
館
前
で
大
島
准
尉
最
後
の
雄
姿 

七
偵
銃
剣
道
訓
練
隊
紹
介 

監
督 

大
島
准
尉 

指
導
部 

宮
戸
三
曹
、
信
原
三
曹 

青
年
一
部 

 
 

 

青
年
二
部 

先
鋒 

片
桐
士
長 

 

中
原
士
長 

次
鋒 

小
林
士
長 

 

鈴
木
士
長 

大
将 

遠
藤
士
長 

 

寺
戸
士
長 

全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会 

聖
地
日
本
武
道
館
で
七
偵
剣
士
奮
闘 

試
合
直
前
に
気
合
い
を

入
れ
る
剣
士
た
ち 

コ
ー
ト
に
整
列
す
る

七
偵
剣
士 

 

隊
は
、
格
闘
指
導
官
特
技
保
有
者
に
よ
る
練
成
計

画
に
よ
り
、
年
度
を
通
じ
て
格
闘
練
成
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。 

 

格
闘
訓
練
に
つ
い
て
は
近
年
の
諸
外
国
に
お
い
て

の
近
接
戦
闘
で
生
起
し
た
教
訓
等
に
基
づ
き
練
成
内

容
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
起
こ
り
え
る

様
々
な
状
況
に
対
し
て
の
対
処
要
領
を
演
練
し
て
い

る
。 

 

訓
練
は
基
礎
的
な
技
術
を
段
階
的
に
演
練
し
た
の

ち
、
一
連
の
状
況
下
に
お
い
て
個
人
対
応
か
ら
班
分

隊
規
模
で
の
対
処
要
領
を
練
成
し
て
い
る
。 

 

隊
は
、
近
接
戦
闘
に
お
け
る
様
々
な
状
況
に
対
応

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
演
練
し
近
接
戦
闘
能
力
の
向

上
を
図
る
。 

近
年
の
近
接
戦
闘
に
対
応
す
る
戦
術
格

闘
訓
練
を
演
練 

何度も反復演練 

基礎訓練実施中の女性隊員 不意急襲的な状況にも対応 

第
一
線
救
護
で
仲
間
を
初
期
段

階
で
応
急
処
置 

 

隊
は
年
度
を
通
じ
て
、
本
部
付
隊
衛
生
班
に
よ

る
救
急
法
検
定
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

救
急
法
に
つ
い
て
は
各
隊
員
が
現
場
に
お
け

る
負
傷
者
へ
の
第
一
線
救
護
が
実
施
出
来
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
目
で
あ
る
。 

 

自
身
若
し
く
は
他
の
隊
員
に
対
し
て
初
期
段

階
で
の
救
護
処
置
が
実
施
出
来
る
よ
う
引
き
続

き
練
度
向
上
を
図
る
。 

不審者を拘束中の隊員 

救急包帯の使用方法を
説明する西郷２曹 

示された負傷部位を救急
包帯で処置 

負傷部位への処置要領
を展示する衛生班 

負傷者に対して応急処
置を実施する隊員 

担架搬送した負傷者を
アンビに積載中 

負傷者を担架搬送して
いる様子 



 

 

  

令和７年９月号（９） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 

隊
は
令
和
七
年
八
月
五
日
、
東
千
歳
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ

た
令
和
七
年
度
東
千
歳
駐
屯
地
夏
祭
り
に
参
加
し
た
。 

 

今
年
度
は
隊
員
と
隊
員
家
族
が
祭
り
を
楽
し
め
る
よ
う
催

し
物
は
各
部
隊
計
画
で
実
施
を
し
て
、
駐
屯
地
多
目
的
広
場

で
は
機
甲
太
鼓
及
び
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
出
店
に
よ
り
祭
り

を
盛
り
上
が
り
、
隊
に
お
い
て
は
総
務
に
よ
る
炭
火
焼
き
鳥

を
提
供
し
、
特
に
小
さ
い
お
子
様
に
は
水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や

か
き
氷
を
提
供
す
る
等
、
終
始
催
し
物
は
大
盛
況
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
祭
り
終
盤
に
は
恒
例
の
打
ち
上
げ
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
お
祭
り
参
加
者
は
歓
喜
の
声
を
上
げ
て
い
た
。 

 

「
令
和
七
年
度
東
千
歳
駐
屯
地
夏
祭
り
」 

 
総
務
に
よ
る
炭
火
焼
き
鳥
は
終
始
大
盛
況 

今年も家族総出でのご参加
ありがとうございます。 

 子供たちはかき氷大好き 

 水分補給には麦茶が一番 

付配置の末吉曹長もご家族
で参加 

広
報
活
動 

 

隊
は
、
令
和
七
年
度
の

札
幌
地
方
協
力
本
部
が

実
施
す
る
採
用
広
報
を

支
援
し
て
、
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
の
促
進
及
び

魅
力
等
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
通
年
で
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。 

 

採
用
広
報
支
援
に
つ

い
て
は
主
に
総
務
の
人

員
及
び
各
小
隊
一
か
ら

二
名
の
支
援
人
員
で
実

施
し
て
お
り
、
Ｒ
Ｃ
Ｖ
や

オ
ー
ト
バ
イ
の
装
備
品

展
示
及
び
七
偵
の
訓
練

風
景
を
写
真
で
展
示
す

る
等
、
自
衛
隊
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
隊
員

自
主
募
集
に
貢
献
し
て

い
る
。 

 
こ
の
支
援
活
動
に
よ

り
令
和
七
年
度
、
第
七
偵

察
隊
か
ら
一
〇
六
名
の

自
主
募
集
情
報
収
集
の

成
果
を
あ
げ
た
。 

 

ま
た
、
令
和
七
年
の
新

卒
入
隊
者
に
、
昨
年
の
広

報
支
援
活
動
に
よ
り
自

衛
隊
に
入
隊
し
、
七
偵
に

配
属
を
希
望
し
た
新
隊

員
が
配
属
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
広
報

支
援
の
成
果
は
確
実
に

表
れ
て
い
る
。 

 
 

今
後
も
第
七
偵
察
隊

は
広
報
活
動
を
実
施
し

て
い
く
。 

採
用
広
報
を
支
援
し
て
自
衛
隊
及
び 

第

七

偵

察

隊

の

魅

力

を

ア

ピ

ー

ル 

叙
勲
伝
達
式 

自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
る

先
任
と
総
務
幹
部 

営
内
生
活
に
つ
い
て
説
明

す
る
女
性
隊
員 

展
示
車
両
に
つ
い
て

説
明
す
る
隊
員 

猛
烈
ア
ピ
ー
ル
で
興
味
を

誘
う
総
務
幹
部 

小
隊
か
ら
も
支
援
を
受
け

て
広
報
活
動
を
実
施 

興
味
を
示
さ
れ
た
方
々

に
丁
寧
に
対
応 

 

隊
は
令
和
七
年
六
月
二
十

五
日
、
元
准
陸
尉
稲
垣
正
進

様
が
長
年
の
防
衛
功
労
に
よ

り
天
皇
陛
下
か
ら
「
瑞
宝
単

光
章
」
を
授
与
さ
れ
、
内
閣

総
理
大
臣
に
代
わ
り
叙
勲
伝

達
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 

伝
達
式
終
了
後
、
当
時
一

緒
に
勤
務
を
共
に
し
て
い
た

電
子
偵
察
小
隊
の
メ
ン
バ
ー

と
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、

懐
か
し
い
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。 

第七偵察隊長より「瑞宝単光
章」を授与される稲垣様 

左より遠藤１曹、都築准尉、 
稲垣様、吉田１曹 



 

 

  

               
  

  

令和７年９月号（10） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

【
令
和
七
年
度
前
期
定
期
異
動
】 

隊
か
ら
五
名
の
陸
曹
を
送
り
出
し
、 

二
名
の
幹
部
が
新
た
に
着
任 

転
属
者
に
対
し
感
謝
と
激
励

の
言
葉
を
贈
る
加
賀
谷
二
佐 

              お問い合わせ・お申込み 

  

  

 

 

北海道公安委員会指定    

 
千歳自動車学校 

             066-0045  

               千歳市真々地 2 丁目 5-2 号 
                     
                     TEL0123-23-3213  
                  FAX 23-3535 
                    http://chitose-ds.co.jp/ 
                   担当：玉腰・戸塚 
  

☆本人・ご家族 割引あり! 
  
☆大型特殊通常料金 
 (限定解除含む) 
 特別割引あり! 

第
七
偵
察
隊
歌
で
転
属
者
を

送
り
出
す
倉
本
二
曹 

前期定期異動者五名（左より森本准尉、坂口１曹、岩寺１曹、山下１曹、高木３曹） 

や
や
緊
張
気
味
の
菊
池
二
尉 

違
和
感
な
し
の
岡
崎
准
尉 

 

隊
は
令
和
七
年
七
月
二

十
五
日
、
令
和
七
年
度
前

期
定
期
異
動
者
五
名
に
対

し
て
転
出
行
事
を
実
施
し

た
。
勤
務
の
長
短
は
あ
る

が
各
小
隊
班
の
核
心
と
な

る
陸
曹
を
見
送
る
事
と
な

り
、
惜
し
み
つ
つ
も
賑
や

か
に
第
七
偵
察
隊
歌
で
見

送
り
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
翌
月
の
令
和
七
年

八
月
四
日
に
は
二
名
の
幹

部
が
こ
の
度
の
異
動
に
よ

り
転
入
し
た
。 

 

菊
池
二
尉
は
第
七
十
三

戦
車
連
隊
か
ら
電
子
偵
察

小
隊
小
隊
長
へ
、
岡
崎
准

尉
は
自
衛
隊
札
幌
病
院
か

ら
電
子
偵
察
小
隊
セ
ン
サ

班
長
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
と

な
っ
た
。 

 

新
た
に
偵
友
を
迎
え
、

引
き
続
き
第
七
偵
察
隊
は

任
務
完
遂
に
邁
進
す
る
。 

http://chitose-ds.co.jp/
http://chitose-ds.co.jp/


 

 

  

令和７年９月号（11） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

  

  



 

機関紙のデジタル化にともなう重要なお知らせ 

令和７年９月号（12） 

 

第１３６号 

 

『 な な て い 』 

 

 

 いつもお世話になっております。誠に勝手ではございますが、本９月号をもちまして
紙媒体での機関紙を廃止して、スマートフォン及びパソコンからインターネットで閲覧
していただくことと致しました。 
 つきましては下記に記載した閲覧方法（一例）を一読していただき、それぞれの端末
で「第７師団ホームページ」からの閲覧をお願いします。 
 これからも第７偵察隊の活動や隊員の活躍を掲載していきますので、今後とも「なな
てい」を宜しくお願い致します。 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
閲
覧
方
法
（
一
例
） 

パ
ソ
コ
ン
で
の
閲
覧
方
法
（
一
例
） 

２、トップ画面に入ったら
スクロールする 

３、スクロールして
いくとこの画面 

検索後ここをタ
ップ 

画面を下にスクロ
ールする 

「編成」をタップ 
画面を下にス
クロールする 

５へ続く 

４、編成が出るので更
に下へスクロール 

１、Google 等で「第七師団
ホームページ」と入力し検索
する 

「７偵」をタップ ここをタップ 

６、機関紙「ななて
い」をタップする 

８、スクロールしなが
ら閲覧 

７、機関紙が各号ごとに
掲載されているので読み
たい号をタップ 

機関紙をタップ 

５、「第７偵察隊」を
タップする 

１、Google 等で「第七師
団ホームページ」と入力
し検索する 

２、赤枠部分をクリッ
ク 

ここに入力 

編
集
後
記 

  

広
報
陸
曹 

幌 

恭
輔 

 
 
 
 

 
 

 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

私
は
日
々
業
務
で
各
種
訓
練

や
競
技
会
等
の
取
材
と
し
て
部

隊
の
活
動
写
真
を
撮
影
に
行
き

ま
す
。 

そ
の
取
材
を
通
し
て
、
隊
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

ひ
た
む
き
に
訓
練
に
臨
み
、
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
ま
す

が
、
そ
の
努
力
が
実
を
結
び
結

果
が
出
た
時
は
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
第
七
偵
察
隊
の

訓
練
状
況
や
隊
員
の 

活
躍
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
閲
覧
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

ま
た
、
各
種
訓
練
等
を 

「
な
な
て
い
」T

w
i
t
t
e
r

「
ｘ
」
「
な
な
て
い
」

I
n
s
ta
g
ra
m

」
に
て
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
の
で
、
閲
覧
・
登
録

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 北

海
道
千
歳
市
祝
梅
１
０
１
６ 

第
７
偵
察
隊 

０
１
２
３-

２
３-

５
１
３
１ 

 
 

 

（
内
線
２
６
８
１
） 

３、この画面で赤枠部分
の編成をクリック 

「編成」をクリック 

画面右のスクロ
ールバーで下に
スクロール ここをクリック 

５へ続く 

４、編成画面で下にスク
ロールする 

５、スクロール後「第７
偵察隊」をクリックする 

「第７偵察隊」を
クリック 

８、スクロールしながら
閲覧 

７、機関紙が各号ごとに
掲載されているので読み
たい号をクリック 

クリック 

６、７偵ホームページ内
で機関紙「ななてい」を
クリックする 


